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図書館サービスの可能性
利用に障害のある人々へのサービス その動向と分析

最近15年間の研究を分析・総覧

小林 卓・野口 武悟　共編
A5・230頁　定価（本体3,800円＋税）　ISBN978-4-8169-2351-7　2012年1月刊行

司書課程のサブテキストに
公共図書館・大学図書館、研究者にお薦め

●近年、重視されている“図書館利用に障害のあるすべての人々へのサービス”の実
践・研究動向を一望できるレビュー論文集。最近15年間の研究を中心に850件の
参考文献を分析・紹介します。

●これまで個別に紹介されてきた実践・研究の取り組みを、幅広い分野にわたって総
合的に俯瞰することができます。また、分野別の解題書誌として、2010年代の図書
館サービスへの示唆を得ることができます。

●公立図書館を利用する在日外国人のための多文化サービス、来館が困難な高齢
者や入院患者や家族へのサービス、特別支援学校などの学校図書館、点字図書
館、おもちゃ図書館、矯正施設生活者の読書環境などの研究と取り組みを文献に
より紹介。

●第一線で活躍中の研究者・実務者が執筆したレビュー論文に加え、本書のために
書き下ろされた論文を収録、関連文献を展望することができます。

●著者名から参考文献を引ける「著者名索引」付き。

すべての人々が利用できる図書館となるには…
各分野の実践・研究を分析し、図書館のサービスの可能性を探る!
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小林 卓　こばやし・たく
実践女子大学准教授。京都大学教育学部卒業、東京大学大学院修士課程修了。大阪教育大
学専任講師を経て、2007年度より現職。主な著書に、『多文化サービス入門』（2004年、日本図書
館協会、共著）『多文化に出会うブックガイド』（2011年、読書工房、共著）など。ホームページ：
http://researchmap.jp/kawakarpo/

野口 武悟　のぐち・たけのり
専修大学文学部准教授。埼玉大学教育学部卒業、筑波大学大学院博士課程修了。専修大学文
学部専任講師を経て、2008年度より現職。主な著書に、『一人ひとりの読書を支える学校図書館：特
別支援教育から見えてくるニーズとサポート』（2010年、読書工房、編著）など。

編者プロフィール



…本書は「レビュー論文集」という位置づけであるが，

アイザック・ニュートン（Isaac Newton）の有名な言

葉に「巨人の肩に乗れば遠くが見える」というもの

がある（正確にはニュートンの前にもこの言葉を使っ

た人がおり，ニュートンの言葉も直訳すると少しニュ

アンスが異なる）。しかし，私たち多くのものにとっ

ては，「巨人の肩」に上るための梯子が必要である。

それがレビュー論文の意義だと思うが，図書館情報

学の世界は「紺屋の白袴」というか，情報の圧縮・二

次生産に価値を見いだす学問でありながら，自身の

分野についてこの種の発行物が相対的に少ない。本

書がこうした「梯子」のひとつになれば幸いである。

また，最初に『図書館界』に論文を掲載したとき，日

本障害者リハビリテーション協会の野村美佐子とメー

ルを交わしていて，「これらのサービスは，文献には

現れない活動をしている人がたくさんいる。そうし

た人たちの仕事を表現できないのは残念である」といっ

た言葉をもらった。全くその通りであり，その意味

で本書は「文献レビュー」という限界を抱えている。

今後，当事者の発言やオーラルヒストリーなどで，

広くその活動が知られ，未来への梯子がつくられる

ことを強く願う

～（中略）～

かつて，石井敦は1968年の「日本における民衆運動

と図書館」で，「現実の桎梏から脱し，新しい社会を

うちたてようとする民衆の社会運動が展開された

ところには，必ずといってよいほど，図書館＝学習

のための書施設の要求は存在していたのである」と

書いた。「図書館利用の障害」＝「現実の桎梏」として

しまうのは，今日的観点からは一面的ではあるが，

資料・情報の要求は彼女ら彼らこそ切実である。「図

書館」はその要求に応えているか，あるいは彼女ら

彼らから見放されていないか，その在り方が問われ

ている。…

編者・あとがきより
抜粋

『図書館サービスの可能性─利用に障害のある人々へのサービス  その動向と分析』内容見本

図書館情報学を学ぶ学生に
図書館現場の実務担当者に

図書館学研究者に
おすすめします


